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2010.07.31 原田作成 

つくば市民白書 2012 実行委員会 
第３回会合レジュメ 

 
日時：2010 年 7 月 31 日(土)13:00-16:00(予定) 
場所：春日木公民館 
議題： 
（１）経過報告 

（２）勉強会：つくば市の財政問題（亀山大二郎氏） 

（３）その他 

 
（１）報告 
①経過報告 
6 月 26 日  第 2 回実行委員会 （並木公民館） 
7 月 31 日  第 3 回実行委員会 （春日公民館） 
 
②会計報告 
2012 白書準備会会計(2010.06.26－2010.07.31) 
2010.06.26 残高：4,425 
収入：0 
支出：1,800（ドメイン料） 
2010.07.31 残高：2,625 
 
③公民館使用団体登録「つくば市民白書実行委員会」 
2010.05.14 申請、(2011.03 まで） 
 
④郵便振替口座、郵貯総合口座の開設 
（郵便振替口座） 
口座番号：00180-2-363664 
名称  ：つくば市民白書実行委員会 
 
（ゆうちょ銀行総合口座） 
口座番号：10680-14586521 
名称  ：つくば市民白書実行委員会 
 
（２）協議 
①勉強会のテーマ 
2008 の項目：行政と財政、医療と福祉、教育と文化、まちづくり、環境・エネルギー、産

業と観光、科学技術 
 
②構成（目次）の検討 
 
③予定 
～2011.3  ：調査、内容の整理、編集方針の決定、目次案作成 
2011.04～07：目次完成、執筆依頼 
2011.08～12：原稿執筆、一次稿完成 
2012.01～04：編集、最終稿、完成 
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（参考）2008 年版目次 
 
Ⅰ行政と財政 

行政と財政

 

  1 市の財政－求められる計画的な行財政運営－－－ 6 

  2  住民訴訟から見たつくば市行政－－－－－－ 12 

  3  風車問題とつくば市政－－－－－ 24 

  4  市議会の民主化を急げ－－－－－ 37 

  5  行政と市民との協働－－－－－－ 40 

Ⅱ 医療と福祉  

  1  保育所の現状と今後－安心して子どもを生み育てられる「まち」に 42 

  2  介護保険の現状とその周辺課題－ 45 

  3  市の成人対象健康診査－－－－－ 48 

  4  障害児・者福祉の充実を求めて－ 50 

Ⅲ 教育と文化  

  1  市内の県立高校の現状と今後－－ 52 

  2  つくば養護学校の現状と課題－－ 54 

  3  学校給食センターの現状－－－－ 56 

  4  男女共同参画の現状－－－－－－－ 60 

    民主主義にはほど遠い市議会の運営－ 63 

  5  乳幼児の子育て支援－－－－－－ 64 

Ⅳ まちづくり  

  1  水余り大県の茨城－ムダな開発優先の水行政 68 

  2  どうなる市の上水道－－－－－－ 74 

  3  市の生活道路－自転車が便利に安全快適に使えるまちに－  

  4  公務員宿舎の変遷と廃止問題－－ 84 

  5   まちづくりとマンション問題－－ 86 

  6  つくば駅前広場の再整備－－－－ 90 

  7  つくばの良さを生かす景観行政を 94 

Ⅴ 環境・エネルギー  

  1  二酸化窒素測定運動が明らかにした市の大気汚染 98 

  2  桜川のゴミ事情－－－－－－－－ 102 

  3  田園と都市を結ぶ市民の里づくり 104 

  4  街路樹景観の保全－－－－－－－ 106 

  5  毎日がアースデイ－－－－－－－ 108 

  6  温暖化防止へ向けた市の取り組み 110 

Ⅵ 産業と観光  

  1  農業者の立場から、つくばの農業を考える－－ 112 

  2  ブルーベリー栽培を通して自立できる農業を目指す－－－ 114 

  3  筑波山山麓風景－－－－－－－－ 116 

  4  新規就農の勧め－－－－－－－－ 118 

  5  民商運動と行政の関わり合い－－ 120 

  6  筑波山観光の未来のために－－－ 122 

  7  自然と遺跡を活用した郷土づくり 124 

  8  田井の里地域おこし－－－－－－ 130 

Ⅶ 科学技術  

  1  持続的発展を目指した科学技術への期待－－－－ 132 
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2010.06.28 原田作成 

つくば市民白書 2012 実行委員会 
第 2 回会合まとめ 

 
日時：2010 年 6 月 26 日(土)13:00-16:10 

場所：並木公民館 

出席者：河村、亀山、大庭、児玉、寺門、野崎、山本、矢澤、酒井、原田 
議題： 

（１）経過報告 

（２）勉強会：TX 沿線開発の課題(酒井泉氏) 

（３）協議 

（４）その他 
 
（１）報告 
①経過報告 
4月 29日第 1回実行委員会のあと 4月 30日に実行委員会メーリングリストを立ち上げた。 
現在実行委員会は 21 名である。 
遠藤 茂 酒井 泉 野崎 浩司 山本 千秋 

大庭 英雄 鈴木 太美雄 早川 公 横井 美喜代 

岡野 一雄 塚本 宏幸 原田 泰 児玉 正文 

亀山 大二郎 寺門 宏倫 矢澤 容子  

川中 裕史 樋田 幸夫 安田 早苗  

河村 俊次 野口 修 矢作 榮一  

 
②4 月 29 日、2008 年白書残務整理担当者の横井さんより、2012 年白書会計に 25000 円の

納付があった。6 月 26 日現在収入：25,000 円（白書 2008 残務会計より）、支出：20,575
円、残高：4,425 円である。 
 
（２）TX 沿線開発の状況と問題点 
13:30 から 15:00、まで酒井泉さんより TX 沿線開発の現状と問題点について、葛城地区(研
究学園都市駅)と中根金田台地区の 2 ヶ所について報告と問題提起があった。TX 沿線開発

は旧集落も整理して宅地化して大規模な市街地を造成する計画であり、バブル崩壊後都市

計画を見直すべきだったのに行わなかったため人口が張り付かず、今後土地が売れなくな

り県、つくば市の財政に大きな被害を与えることが明らかになった。市役所は学校などの

公共施設を作ることができず、魅力的な町が作れないため、売れなくなる。 
中根金田台では緑住農開発をめざしているが、南西部の国指定の遺跡がある地域の買い取

りを巡って UR と市が対立している。北西部の保安林に隣接する 1.5ha 部分も市に買って

もらいたいが買おうとせず、緑地の魅了が半減するので心配している。11 月 20，21 日に

UR,地区協議会、つくば市の共催でシンポジウムを企画している。都市計画について発表し

た内容を専門家にレビューしてもらい提案書を出してもらうことを計画している。 
 
（３）協議事項 
①「つくば市民白書 2012 企画(案) 
2012 年版の費用として 140 ページ 2000 部で印刷費 80 万、その他 50 万と見積もった、1
冊 800 円で釣り合うとの事務局案に対して、500 円から 1000 円の意見が出た。今後更に検

討を続ける。 
 
②次回 
次回は 7 月 31 日(土)13:00 から(場所未定)。（7 月 2 日に春日公民館を予約） 
亀山氏がつくば市の財政について報告を行う。               (以上) 


